
【第1号議案】 令和 6年度 事業報告承認の件

令和 6年度 事業報告書

(自 令和 6年 4月 1日  至 令和 7年 3月 31日 )

第 1.概  要

令和 6年度も、役員を始めとした会員の皆様、並びに関係者の皆様のご協力により、各委

員会 。支都・部会が予定 していた事業を滞 りなく実施 し成果を得ることが出来ました。

例年実施 している事業以外に、 6年度はいくつかの新 しい取組みもありました。 6年 5月

には前川練馬区長 と当会会員 との懇話会を開催 しました。練馬区からは区長以下幹部 6名 、

当会からは会長以下 15名 の会員が参加 し、環境保護 と地域開発、地域の医療・介護、地方

公共団体と法人会の災害時の協力などについて話 し合いました。区長は、利害関係者ではな

く、一般区民との本音での意見交換の機会は少なく、自分にとつても有意義な時間を過ごす

ことが出来たと喜んでいらつしゃいました。当会会員にとつては、区長の人柄に触れ、身近

に対話できる良い機会 とな りました。その懇話会の成果として、 7年 3月 に第 3支部が、練

馬区防災課、石神井消防署、上石神井町会、石神井消防国の協力を得て、 「防災フェスタ」

を開催。当日は地上 30メ ー トルまで上昇する「はしご車試乗」も体験できました。その

他、第 1支部は、テ リトリー内で工事中の外環 トンネルの見学会を開催 したり、賀詞交歓会

では地元在住の芸人さん 「つねむねさん」に会場を盛 り上げていただき、第 7支部の研修会

では研修後に地元のハープ奏者に演奏 していただきました。

毎年行っている、青年部会の租税教室、女性部会の絵はがきコンクール、第 4支部のファ

ミリージョギング大会は地元小学校では恒例行事となつています。地域社会に貢献する事業

も積極的におこなってお り、青年都会の献血、女性部会の照姫祭 りへの出展、第 2支部の避

難拠点訓練への参加、第 1支部の自転車マナー教室などがありました。

令和 6年度は、課題 として収支改善に取 り組みましたが、少 し成果が現れてきてお り、赤

字幅が縮小 し収支均衡に向かっての道筋が見え始めています。令和 6年度は経費削減主体で

改善に取 り組みましたが、令和 7年度は収入を増やす努力に注力 し、支出にメリハ ジをつけ

ることで早期に財務的な安定を取 り戻 したいと考えてお ります。

練馬西法人会が会員の方々にとつて魅力のある組織であり続けることが出来るように、今

後も一層の努力を続けて参 ります。



第 2.

1

(1)

1)

事業成果について

税知識の普及を目的とする事業

各種説明会の開催

決算法人説明会

公 1-1

参加者  68名

令和 6年 4月 ～令和 7年 3月  計 9回 開催

東法連HP「決算法人説明会 動画配信」案内パンフ作成 し、情報誌 「いずみ」で告知

2)新 設法人説明会                             総参加者  18名

令和 6年 5月 ～令和 7年 2月  計 4回開催

3)年 末調整・法定調書講座 (年末調整説明会に替えて)

主 催        (公 社)練馬西法人会

参加者  24名令和① 6年 11月 8日

会員 :無料、

(2)小 学生対象の租税毅室の開催

令和 6年 5月 ～令和 7年 2月  計 21回開催

(3)役 員合同研修会の開催

令和 6年 11月 6日

令和  6年 8月 22日

第 1部

勤労福社会館

非会員 :3,000円

3時間でマスターする 年末調整・法定調書講座

税理士 信澤奈津美 氏

料

題

師

講受

演

講

題

師

演

講

参加校 21校   総参加者 1, 970名

練馬区勤労福社会館  参加者  48名
「税に関わつて」

練馬西税務署 署長 近藤 高史 氏

参加者

内)F会員

参加者  35名

練馬区勤労福社会館

法人版事業承継税制 (特例措置)について

練馬西税務署国税調査官      高橋朋子氏

「サムライ弁蔵 水ぐわし売 り出し190年」

株式会社千疋屋総本店 代表取締役社長 大島 博 様

(4)税 務合同研修会

周年事業として 5年毎の開催として、次回は令和 7年を予定。

(5)税 制税務委員会税務研修会の開催

０

０

名

名

題

師

題

師

演

講

演

講

第 2部



(6)

1)

各支部の税務研修会の開催

1支部税務研修会

令和  7年 2月 10日

第 1部

第 2部

2)2支 部税務研修会

令和 6年 10月 3日

第 1部

第 2菩Б

3)3支 部税務研修会

令不日 7年 2月 12日

第 1部

第 2音Б

4)4支 部税務研修会

令不日 6年 7月 17日

第 1部

第 2菩円

5)5支 部税務研修会

令下日 6年 10月 22日

第 1部

第 2部

自主点検チェックシー トの活用について

練馬西税務署国税調査官      馬場

国際環境雑観  2
元航空自衛隊 空将補       石井

題

師

題

師

演

講

演

講

題

師

題

師

演

講

演

講

題

師

題

師

演

講

演

講

題

師

題

師

演

講

演

講

参加者  26名
大泉自動車教習所

自主点検チェックシー トの活用について

練馬西税務署国税調査官      馬場 秀典氏

AI(チャットGPT)入 門講座

株式会社アナザーレジェン ド 代表取締役 稲月 仁一 氏

参加者  23名
石神井公園区民交流センター

白主点検チェックシー トの活用について

練馬西税務署国税調査官      馬場 秀典氏

「事業承継のリアル」と「補助金活用の注意 J点 」について

中小企業診断士・不動産鑑定士 鈴木 仁 先生

参加者  19名
上石神井南地域集会所

自主点検チェックシー トの活用について

練馬西税務署国税調査官      馬場

AED、 胸骨圧迫心肺蘇生の実演

石神井消防団第四分団

秀典氏

東京信用金庫会議室 参加者  28名

秀典氏

祐司氏

参加者  33名

題

師

題

師

演

講

演

講

南大泉地区区民館

自主点検チェンクシ~卜 の活用について

練馬西税務署国税調査官      馬場 秀典氏

浅妻船

女流講談師            神田亜久鯉氏



6)6支 部税務研修会

令和 6年 9月 20日

第 1部

第 2都

7)7支 部税務研修会

令和 6年 9月 12日

第 1部

第 2菩円

第 3部

参加者  36名

題

師

題

師

演

講

演

講

西武信用金庫 大泉支店

自主点検チェックシー トの活用について

練馬西税務署国税調査官      馬場 秀典氏

お金にまつわる落語

俳優             足立 学 氏

参加者  24名

題

師

題

師

題

師

演

講

演

講

演

講

区立大泉町地域集会所

自主点検チェックシー トの活用について

練馬西税務署国税調査官      馬場 秀典氏

防災について

練馬区役所防災課         成瀬係長

ハープ演奏

ハープ奏者            小島 彬 氏

(7)各 部会の税務研修会の開催

1)女性部会新春研修会

令和 7年 2月 12日

第 1部

第 2部

2)青 年部会税務研修会

令和 6年 9月 27日

第 1部

第 2部

3)源 泉部会研修会 (全 4回 )

① 第 1回 源泉部会研修会

令和 6年 5月 23日

周知方法

参加者  16名

題

師

会

師

習

演

講

講

講

題

師

題

師

演

講

演

講

勤労福社会館

進化する税務署～税務行政のDX～

練馬西税務署副署長        北林 元寛氏

千代紙細工 めがねスタン ド (小物入れ)作 り

部会長              本橋世紀子氏

参加者

勤労福社会館      内非会員

税務行政のデジタル トランスフォーメーション

練馬西税務署統括国税調査官    柳澤 秀樹氏

大道芸人 つねむねさん

総参加者   63名

名

名

０

０

３

開講式

練馬西税務署 会議室

FAXπ登t言

演 題  定額減税について

講 師  練馬西税務署上席国税調査官

参加者

内非会員

19名
名

米倉典子氏



② 第 2回 源泉部会研修会

令不日  6年・1 0月 24日 練馬西税務署 会議室

第 1部 報酬料金の源泉徴収事務

練馬西税務署上席国税調査官

第 2部 年末調整の電子化

練馬西税務署上席国税調査官

③ 第 3回 源泉部会研修会 (税制税務委員会 と合同研修 )

令和 6年 11月 8日              勤労福社会館

参加者

内非会員

名

名

10

題

師

演

講

題

師

演

講

題

師

演

講

題

師

演

講

3時間でマスターする年末調整・法定調書講座

税理士              信滓奈津美氏

米倉典子氏

米倉典子氏

米倉典子氏

参加者  24名

参加者  10名

参加者   3名

④ 第4回 源泉部会研修会

令不口 7年 2月 14日

第 1部

勤労福社会館

税制改正について

練馬西税務署上席国税調査官

第 2吉呂

全法連 。東法連主催の税務研修会 (セ ミナー)の参加

令和 6年度 「税を考える週間」協賛講演会

令和 6年 10月 17日

世界の消費税

練馬西税務署統括国税調査官 柳澤 秀樹氏

(一社)東京法人会連合会

ホテルグラン ドヒル市ヶ谷   参加者   2名

題

師

演

講

(8)

1 )

2)令 和 7年 税制セ ミナー

令不Π 7年 2月 5日

3)令 和 6年度 税制講演会

令不日 7年 3月 5日

(公社)全国法人会総連合

ハイアットリージェンシー東京

(―社)東京法人会連合会

京王プラザホテル     参加者 3名



2

(1)

1)

(2)

1)

納税意識の高揚を目的とした事業

e―Taxの 普及を図る為の事業

11月 の 「税の週間」に合わせた青年部主催の

照姫まつ りと税金○×クイズの実施

照姫まつ り

公 1-2

「献血大会」にて登録普及に努めた。

令不日 6年 4月 21日 石神井公園 けやき西広場

内容         小学生対象の「税金クイズ」 クイズ用紙  600枚 印刷

「1億円」レプリカ展示、体験コーナー

参加者記ぶ品 アー トバルーン   東京都練馬都税事務所 (記ぶ品提供)

2)税金○×クイズDVDの 制作

DVD委員会で小学生向け税金クイズDVD制 作。令和 6年度上期完成。

練馬区立小学校全校に配付。

(3)絵 はがきコンクールの実施と「税の作文」 「税の標語」の協賛

1)第 13回 税に関する絵はがきコンクール

応募期間        令和 6年 5月 1日 ～ 9月 30日

配布方法        練馬西税務署管内小学校に配布

① 参 力日校        石神井西・石神井台・光和・関町北・大泉第 1・ 大泉学園緑・大泉南

イよか 16校

② 応募総数        602枚

③ l次 審査       令和 6年 10月 2日      練馬西法人会 会議室

④ 2次 審査       令和 6年 10月 23日     練馬西法人会 会議室

⑤ 審査結果        練馬西税務署長賞       賞状と図書カー ド

東京都練馬都税事務所長賞   賞状と図書カー ド

練馬区長賞          賞状と図書カー ド

練馬区議長賞         賞状と図書カー ド

練馬区教育委員会 教育長賞  賞状と図書カー ド

練馬西法人会会長賞      賞状と図書カー ド

練馬西法人会女性部会部会長賞 賞状と図書カー ド

優 秀 賞          賞状と図書カー ド  10名
参 加 賞          応募者全員  (ボールペン)

⑥ 令不日 6年度

主 催

協賛表彰

中学生の 「税の作文」

全国納税貯蓄組合連合会 練馬西納税貯蓄組合連合会  国税庁 練馬西税務署

(公社)練馬西法人会 会長賞受賞者

⑦ 令和 6年度

主 催

協賛表彰

中学生の 「税の標語」

全国間税会連合会 練馬西間税会

(公社)練馬西法人会 会長賞受賞者



③ 表彰式 (小 中学生の税のコンクール合同表彰式)

令和 6年 12月 12日                大泉学園ゆめりあホール

主催者         練馬西納税貯蓄組合連合会、練馬西青色申告会、練馬西法人会、

練馬西間税会、東京税理士会練馬西支部、東京小売酒販石神井支部

来 賓         練馬区長ほか 5名       受賞者       25名

⑨ 展 示

令和 6年 6月 1日 ～ 7月 15日

令和 6年 12月 15日 ～ 1年間

令不日 7年 6月 1日 ～ 6月 15日

練馬区立勤労福祉会館

練馬西税務署 ロビー

練馬区立勤労福社会館

(第 12回参力日作品)

(第 13回入賞作品)

(第 13回参加作品)

(4)ホ ームページ並びに情報誌による税情報の発信

1)ホームページに税務署のバナー添付

① 税務署からのお知らせ

バナー 「さあ !ネ ットで申告」

ご紹介 します 税の役割と税務署の仕事

② 東京都練馬都税事務所からのお知らせ

バナー「地方税の電子申告を行うにはeL― tax」

2)情報誌 「いずみ」に掲載並びに封入物

① 練馬西税務署からのお知らせ

131号 春号       税務署からのお知らせ

132号 夏号       近藤練馬西税務署新署長着任のご挨拶

練馬西税務署 (新 旧)幹部職員名簿

税務署からのお知らせ

133号 冬号       練馬西税務署幹都職員紹介

確定申告に関するお知 らせ

② 練馬都税事務所からのお知らせ

132号 夏号       東京都主税局についてのお知らせ

③ 税理士会ニュース

東京税理士会練馬西支都

(5)絵 はがきコンクール と租税教室の全国大会

1)第 18回 全国女性フォーラム 広島大会

令不口 6年 4月 18日

131～ 133号掲載案内

広報部長 押金秀男氏

広島県立総合体育館

2)第 37回 全国青年の集い 福井大会

令下口6年 11月 7日 ～ 8日

(6)友 誼団体 (税務 6団体)と の連携

1)合同意見交換会

令和 6年 8月 2日

サン ドーム福井

参加者   2名

参加者   9名

勤労福社会館

参加者  24名



3 税制及び税務に関する調査研究並びに提言に関する事業 ノム` 1~3

(1)税 制改正の提言及び提言書の関係機関への提出

1)令和 7年度 税制改正に関するアンケー ト調査

調査期間        令和 6年 3月 17日 ～4月 24日
回答数  84名

2)令和 7年度 税制改正に関する要望の勉強会

令和 6年 4月 10日            法人会事務局会議室

講 師        東京税理士会 練馬西支都 税理士 川名亘司 氏

参加者  16名

要望事項 ①法人税率及び中小企業軽減税率の引き下げ

②役員給与の損金不算入規定の見直し

③所得税の配偶者控除及び課税方式の見直し

④事業承継税制について

3)令和 6年度 税制改正要望全国大会 (鹿児島県)

令和 6年 10月 3日            城山ホテル鹿児島

参加者   7名
令和 7年度 税制改正に関する提言 (要約) 報告

。「金利のある世界」が現実に到来する中で、今後の金利上昇に備えて財政健全化が必要である。

・持続可能な社会保障制度を構築するには、適正な「負担」を確保するとともに、

「給付の重点化・効率化」によつて可能な限り社会保障費を抑制する必要がある。

・国民の政治に封する不信感は極度に高まっていると厳しく認識 し、政治資金規正法の不断の

見直 しなどに取 り組み、政治資金に関する透明性の向上や適正化、罰則の厳格化を図るべきである。

・政府は引き続きマイナンバー制度の意義とともに、行政事務のコス トカットに資する等、

その効果を具体的に明示するなどしてマイナンバーの利用拡大を促す必要がある。

・地方創生の観点からも政府 と自治体が緊密に連携 しながら、地域の中小企業に

元気を与えるような税制措置を強く求める。

4)練 馬区長、練馬区議会議長へ 「税制改正要望書Jを耗出

令和 6年 11月 20日           練馬区長室

前川燿男練馬区長・福澤剛区議会議長と懇談・要望書提出

当日は練馬東法人会役員と合同で提出

参加者   5名

5)税制改正等の周知

① 令和 7年度 税制改正大綱 (要約)

② 令和 6年度税制改正のあらまし

情報誌 (133号)並びにHPに掲載

情報誌 (131号)に封入



4 地域企業の健全な発展に資する事業

(1)会 員合同研修会

1)無料 経営相談会

① 令和 6年 5月 18日       練馬区立区民・産業プラザ

(一社)練馬区産業振興公社 共催事業

公 2

② 令和  6年 10月 13日

(―社)練馬区産業振興公社

練馬区立区民・産業プラザ

共催事業

参力日者  21名

参加者  11名

2)経営セミナー

① 令和 6年 5月 14日

演題

講師

② 令和  7年 3月 14日

演題

講師

新NISAと 投資について

SMBC日 興証券株式会社

練馬西法人会 会議室

渋谷氏、西願氏

参加者  22名

参加者  16名
練馬西法人会 会議室

自社の魅力と向き合い、再発見する経営セ ミナー

株式会社中小企業支援    津山淳二氏

3)前川練馬区長との懇話会

令下日 6年 5月 10日

参加者  21名
勤労福社会館

(2)イ ンターネットセミナー         会員無料視聴

延ベアクセス視聴数 :7, 181件

開催告知方法 :ホームページ バナー掲載、情報誌封入等

(3)簿 記講座                計 6回実施    延受講者数

令和 6年 4月 6日 ～ 5月 25日   土曜日 9:30～ 16:00

講師 :  税理士         官地宏樹先生

東京商工会議所 練馬支部 共催  練馬西法人会 会議室

法人会・東商会員 :9,000円   一般 :12,000円

法人会 (4名 )東 商 (2名 ) 一般 (11名 )       参加者

開催告知方法 :情報誌、FAX送信、ホームページ掲載、練馬区報掲載

95名

17名



5 地域社会への貢献を目的とする事業 公 3

(1)健 康セ ミナー

元気に仕事を続けるために!! 認知症予防とコグニサイズ

令和 6年 9月 18日       練馬区立勤労福社会館 2F大会議室

1部 認知症予防について、今 日から取り組める身体活動

全日本労働福祉協会 保健師 高橋美和氏

管理栄養士・健康運動指導士 宇田真紀子氏

参力日若  18名

開催告知方法 :情報誌、FAX送信、ホームページ掲載、練馬区報掲載

(2)駅 前清掃の実施

令和

令和

令和

大泉学園駅、石神井公園駅、上石神井駅、武蔵関駅各駅

6年  6月 8日                総参カロ者 136名
6年  9月 14日               総参加者 124名
6年 12月 14口              総参加者 126名

(3)献 血大会

令和 6年 11月 11日

献血申込者

練馬西税務署 駐車場

146名 採血者   129名

(4)青 少年健全育成協力・支援活動

1)4支 部 ファミリージョギング大会

令和 6年 11月 3日      武蔵関公園中央広場 参加者 103名

2)練馬区教育委員会 こども家庭部青少年課 子 ども防犯ハン ドブック 寄贈

総  計 5,600部

3)練馬区教育委員会 こども家庭部青少年課 育成支援係

令和 7年 練馬区成人の日のつどい協賛品の協力

ジェフグルメカー ド (5,000円 ) × 8本

4)わ んぱく相撲 練馬区大会

(公社)東京青年会議所練馬区委員会 主催 (公社)練馬西法人会青年部 共催

令和 6年 5月 19日       光が丘体育館     手伝い   4名

うちわの提供    「ガンバ レ」 250枚

5)少年野球大会・少女ソフ トボール大会

青少年育成石神井地区委員会 主催  (公社)練馬西法人会 協賛

石神井松の風文化公園ほか

優勝の少年少女野球チームに盾とメグルを寄贈  (令和 6年度雨天中止 )



(5) 1支都 自転車マナー教室

令和 6年 11月 4日

(6) 3支部 防災フェスタ

令和 7年 3月 1日

(7) 2支部 避難拠点訓練への参加

大泉自動車教習所

上石神井こもれび公園

参加者  43名

参加者 417名

(8)

1)

地域貢献協力

セン トケアホーム 下石神井

手作 りのペーパークラフ トの差 し入れ 多数寄贈

(9)使 用済み古切手の収集

NPO法 人 もつたいないジャパン  「被災地支援等に活用」

切手提供者     42社
切手寄貝曽     5, OOO g

(10)地球温暖化対策報告書の協力

東京都地球温暖化防止活動推進センター に提出 提出事業者数  38社

(11)練馬区主催事業 協賛・後援名義等使用許可

1)第 37回 照姫まつ り 協賛

令和 6年 4月 21日          石神井公園

主催 :照姫まつり推進協議会        担当窓口 :照姫まつり事務局

2)第 47回 練馬まつ り 協賛

令和  6年 10月 20日

主催 :練馬まつ り推進協議会 担当窓口 :練馬まつり事務局

3)練 馬産業見本市 ね りまEXPO   後援名義等使用許可

令和 6年 10月 20日      練馬区立・産業プラザ

主催 :練馬区         担当窓口 :練馬区産業見本市 事務局

4)練 馬こぶしハーフマラノン2024  協賛広告

令和  7年 3月 23日

主催 :練馬こぶしハーフマラソン実行委員会

担当窓口 :練馬こぶ しハーフマラツン実行委員会



6 会員の福利厚生等に資する事業   収 1(公益を補完する事業)

(1)会 員の健康診断の実施 延受診者数 155人

1)健康診断

春の健診

冬の健診

実施医療機関

3日 間  (7/17・ 7/22・ 7/25)

と日間 (11/28)

(一財)全 日本労働福祉協会

実施     受診者数 131人
実施     受診者数  24人

4人
2)PET一 CTがんドック

令和 6年 4月 ～ 令和 7年 3月

(2)練 馬西優申会からの事務受託業務

練馬西優良申告法人会より事務委託費を受領

実施医療機関 :(医 )健貢会 総合東京病院

受診者数



7

(1)

1)

(交流 )

2)新 春賀詞交歓会

令和  7年 1月 23日

(2)理 事・役員懇談交流事業 (交流 )

1)納税表彰式

令和 6年 11月 14日

税務署長表彰 :山峙史郎、鈴木昌一

2)

勤労福社会館

ホテルカデンツァ東京

その他の事業

会員支援事業・会員交流事業

第 13回 通常総会

令不日 6年 6月 13日

収 2-1(相互扶助等事業)

正会員数

賛助会員数

90人
30人

石神井公園区民交流センター

署長感訪f状 : 吉田明生、平井正治

参加者役員合同研修会後の懇談会

共催 :練馬西優良申告法人会

令和 6年 11月 6日       勤労福祉会館

参加者数 132人
来賓者数  37人

参加者  20名

49名

1階集会室

3)拡 大厚生連絡協議会

令和 6年 5月 17日

(3) 3部 会企業交流事業 (交流 )

1)第 13回女性部会 報告会

令和  6年 4月 24日

2)第 13回青年部会 報告会

令不日 6年 4月 12日

3)第 13回 源泉部会 報告会

令和 6年 4月 16日

(4)会 員親睦交流事業 (交流)

1)1支 部 外環 トンネル見学

令不日 6年 10月 29日

2)2支 部 迎賓館見学

令不日 6年 7月 25日

3)3支 部 JAZZの夕べ

令和  6年 12月 1日

参加者  40名
勤労福社会館  1階集会室

参加者  21名
勤労福社会館 2階大会議室

参加者  32名
勤労福社会館 2階大会議室

勤労福社会館 2階大会議室  参加者  20名

参加者  41名

会 員  21名

イベントスペース リプル

参加者  31名



4)4支 部 野外研修会 (佐倉国立民族博物館)

令和 6年 10月 16日

5)3支 部 4支部 5支部交流ソフ トボール大会  上石神井中学

令和 6年 9月 8日

6)5支 部 親睦ボウリング大会 (CKボ ウル新座 )

令不日 6年 8月 3日

7)6支 部 懇親バーベキュー大会

令不日 7年 3月 7日

8)7支 部 野外研修会 (カ ップヌー ドル ミュージアム)

令不日 7年 2月 1日

9)青年部会 野外研修会 (バーベキュー大会埼玉県新座 )

令和 6年 7月 7日

10)源 泉部会 野外バス研修会 (日 光東照宮)

令不日 6年 9月 13日

(5)会 員の為の福利厚生の普及推進 (周 知・案内)

1)経営者大型保障制度の普及推進

情報誌 「いずみ」に封入

大同生命保険l抑

2)経 営保全プランの普及推進

情報誌 「いずみ」に封入告知

AIG損 害保険ll痢

参加者  27名

参力日者  67名

会 員  24名

会 員  45名

会 員  28名

参加者  87名

参加者  23名

3)が ん保険制度の普及推進

情報誌 「いずみ」に封入告知

4)東 法連特定退職金共済制度の普及推進

情報誌 「いずみ」に掲載告知

5)PET― CTが ん ドック

情報誌 「いずみ」に封入告知

6)経 営課題解決策

情報誌 「いずみ」に封入告知

7)シ ニアセカンドキャリア応援事業

情報誌 「いずみ」に封入告知

アフラック

東法連特定退職金共済会

いずみ131春号、132夏号

総合東京病院

いずみ133冬号

かんぽ生命

いずみ132夏号

(株)シニアスタッフ

いずみ132夏号



8 その他の事業

1)会員増強の結果報告               収 2-2(会員増強事業)

令和 6年度の会員増強結果は69社 (昨年度 56)で した。

正会員は 25社 (昨年 24)、 賛助会員は 44社 (昨年 32)。

支部ごとの増強結果は以下の通 りとなります。

支 部 1支部 2支苦[ 3支吉卜 4支部 5支部 6支部 7支都 その他

増強教 12 11 9 10 8 7 6 6



9 そ の他 の会議 等

(1)第 13回 通常総会

令和 6年 6月 13日          勤労福社会館

第 1号議案 令和 5年度事業報告承認の件

第 2号議案 令和 5年度収支決算報告並びに監査報告承認の件

第 1号報告 令和 6年度事業計画報告の件

第 2号報告 令和 6年度収支予算報告の件

総会出席者数 120名
年度末正会員数

1317名
過 半 数 659名
正 会 員  90名
委 任 状 697名
賛助会員  80名

(2)理 事会  (理事 :46名 、監事 :2名 )

業務執行理事の活動報告記載は必須事項の為、割愛

1)第 1回 理事会   理事 :46名  出席理事 35名 、

令和 6年 5月 9日          勤労福社会館

第 1号議案  令和 5年度 事業報告承認の件

第 2号議案  令和 5年度 収支決算報告承認の件

第 3号議案  令和 6年度事業計画

第 4号議案  令和 6年度収支予算

3)第 2回 理事会          出席理事 34名 、

令和 6年 9月 4日         勤労福祉会館

第 1号議案  各委員会審議案件について

第 2号議案  福利厚生・資産運用について

4)第 3回 理事会          出席理事 30名 、

令和 6年 12月 4日        勤労福社会館

第 1号議案  令和 7年度事業計画について

第 2号議案  各委員会審議案件について

第 3号議案  福利厚生・資産運用について

5)第 4回 理事会          出席理事 87名 、

令和 7年 3月 6日         勤労福祉会館

第 1号議案  令和 7年度事業計画及び予算について

第 2号議案  第 14回通常総会について

第 3号議案  各委員会審議案件について

延出席者数 143名

監事  2名

監事  1名

監事  2名

監事  2名



令和6年度 主要事業実施結果表
(自 令和6年4月 1日 至 令和7年 3月 31日 )

項  目 回数 人数

税知識の普及を目的とする事業

決算法人説明会 9 68

新設法人会説明会 4 18

年末調整・法定調書講座 1 24

青年部 租税教室 21 1,970

役員合同研修会 1 48

税務合同研修会 (公益 ) 中止 0

税制税務委員会研修会 1 35

1支都研修会 1 26

2支都研修会 1 23

3支部研修会 1 19

4支部研修会 1 28

5支部研修会 1 34

6支部研修会 1 36

7支部研修会 1 24

女性部会研修会 1 16

青年部会研修会 1 30

源泉部会研修会 4 63

納税意識の高揚を目的とした事業

照姫まつり 1 600

絵はがき表彰式 (女性 ) 1 602

全法連・女性フォーラム 1 2

全法連・青年の集い 1 9

税務六団体合同意見交換会 1 24

税理士会・青申意見交換会 中止 0

税制税務調査研究・提言に関する事業

税制改正勉強会(税制 ) 1 16

税制改正アンケートの協力 1 84

全法連・全国大会 1 7

練馬区税制改正要望 1 5

地域企業の健全な発展に資する事業

無料 経営相談会 (共催 ) 2 32

企業経営セミナー(公益 ) 2 38

簿記講習会 (日 商3級 ) 6 95

インターネットセミナー (視聴者 ) 通 年 7,181

地域社会への貢献を目的とする事業

健康セミナー (厚生 ) 1 18

駅前清掃 3 386

練馬区長との懇話会 1 21

青年部会 献血大会 1 129

4支部 ファミリープョギング大会 1 103

青年部会 ・わんぱく本目撲手伝い 1 4

計 77 11,818

東法連関連 事業

全法連・東法連研修会 3 8

全法連・東法連女連協 2 6

全法連・東法連青連協 12 60

全法連・東法連 (王里事会・委員会冶 30 35

項  目 回数 人数

会員の交流に資するための事業

新春賀詞交歓会 1 169

顧問。
1目 談役との合同会議 中止 0

支部・部会バス研等親睦会 9 487

納税表彰式・懇談会 1 20

拡大厚生連絡協議会 1 40

女性部会 報告会 1 21

青年部会 報告会 1 32

源泉都会 報告会 1 20

3支部 ジャズの夕べ 1 31

親睦ゴルフ大会 1 166

その他の会議等

総 会 1 120

理事会 4 143

常任理事会 4 67

正副会長会 11 62

会計監査 1 5

総務委員会 5 62

組織委員会 4 33

税制税務委員会 4 45

公益事業委員会 5 66

広報委員会 4 45

厚生共益事業委員会 4 76

1支部役員会 7 122

2支部役員会 5 104

3支部役員会 5 68

4支部役員会 5 94

5支部役員会 4 51

6支都役員会 5 71

7支部役員会 4 51

女性都会 役員会 6 73

青年部会 役員会 4 92

源泉都会 役員会 4 40

計 113 2,426

その他の納税や地域貢献 事業

絵はがき応募総数 602

東法連関連書籍の配布 3 2,000

青少年育成 (子供ハンドデック寄贈) 5,600

地球温暖化対策報告書協力 1 38

もつたいないジャパンに

古切手の寄贈 (グラム)

1
5,000

生活習慣病健診・PET 4 159



賞借対照表
令和 7年 3月 31日 現在

公益社団法人 練馬西法人会 l画己賦前)

(単

増 減当年度 前年度科 目

△ 968,541
△

△

　

△

△

554,031

273,300

57,892

91,520

175,052

931,725

19,585,490

2221000

0

125,815

122,066

5,780

12,083,520 △ 2,022,36910,061,151

3,250,000

2,500,000

5

1

1

2,500,000

2,100,000

5,000,000

800,000

1,300,000

4

1.650,00013.350,004 11,700,004

△ 882,600

01

1,784,946

1,685,000
△ 882,69021587,256 3,469,946

767,31015,937,260 15,169,950

27.253.470 △ 1,255,05925,998,411

61,188

226,800

0

70,000

△ 61,188

75,000

105,000

0

118,812357,988476,800
1181812357,988476,800

00 0

02 2

0

0

2

2

2

2

0

△ 1,373,871

0

25,521,609

0

26,895,480
△ 1,373,871

1,650,000
25,5211609

13,350,002

26,895,480

11,700,002

26.895,482 △ 1,373,87125,521,611
△ 1,255,05925,998,411 27,253,470

I 資産の部
刊 流動資産

現金預金

未収会費

未収金

前払金

貯蔵品

仮払金

流動資産合計

2 固定資産

(2)特定資産

事務合理化引当資産

40周 年行事引当資産

福利厚生運用資産
HP作成引当資産

研修会引当資産

什器備品

特定資産合計

(3)その他固定資産

什器備品

保証金

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部

刊 流動負債

未払金

前受金

預 り金

未払法人税等

流動負債合計

負債合計

Ⅲ 正味財産の部

刊 基金

基金

2.指定正味財産

地方公共団体補助金

指定正味財産合計

(う ち特定資産への充当額 )

3 -般 正味財産

(1)代替基金

(2)その他一般正味財産

一般正味財産合計

(う ち特定資産への充当額 )

正味財産合計

負債及び正味財産合計



正味財産増減計算書

令和 6年 4月 1日 から令和 7年 3月 31日 まで

公益社団法人 練馬西法人会 (配賦前)

増 減当年度 前年度

23,530

12,020,407

685,000

422,000

710,000

10,031,700

171,707

3,091,080

736,080

0

2,355,000

553,606

206

432,300

121.100

1

18

16

△

△

　

　

△

△

　

　

　

△

△

2,270

2,270

△ 366,650

△ 469,850

55,800

47,400

423,530

△ 9,000

△ 72,301

504,195

△ 5,086

5,774

△ 338,500

49,900

9,633

9,633

18,012,150

15,880,750

273,000

1,858,400

3,055,707

206,000

454,533

2,103,882
０４０

２５２

２００

０００

０００

０００

２００

０

１０‐

‐０‐

０００

０００

７８０

９８０

８００

０００

1 経常増減の部

(1)経常収益

特定資産運用益

特定資産受取利息

受取会費
正会員受取会費

正会員特別会費

賛助会員受取会費

事業収益

研修事業収益

福利厚生事業収益

会員親睦事業収益

その他事業収益

とうきょう共済手数料収益

受取補助金等

受取全法連助成金

受取全法連補助金

受取東法連補助金

受取全法連助成金振替額

受取地方公共団体助成金振替

受取負担金

受取負担金

青年・女性・源泉部会受取負担金

総会等負担金

雑収益

受取利息

雑収益

広告料収益

産増減の部I 一般正味財

36 683.433 △ 273,86236,409,571経常収益計



科 目 当年度 前年度 増 減

事業費

給料手当

臨時雇賃金

退職給付費用

福利厚生費

会議費

旅費交通費

通信運搬費

減価償却費

消耗品費

印刷製本費

燃料費

水道光熱貴

賃借料

保険料

諸謝金

租税公課

支払負担金

委託費

事務委託費

会場費

広告宣伝費

表彰費

支払手数料

新聞図書費

貸倒損失

管理費

絵料手当

臨時雇賃金

退職給付費用

福利厚生費

旅費交通費

通信運搬費

滅価償却費

消耗品費

印刷製本費

燃料費

水道光熱費

賃借料

保険料

租税公課

会議費

諸会費

支払負担金

委託費

事務委託費

会場費

広告宣伝費

慶弔費

渉外費

表彰費

支払手数料

新聞図書費

貸倒損失

雑費

経常費用計

評価損益等調整前当期経常増減額

33,687,253

7,229,173

2,159,909

63,640

1,532,207

6,072,613

904,779

1,351,227

759,114

1,509,650

2,026,795

10,971

236,838

3,611,175

67,410

1,177,034

688

333,000

2,302,957

54,180

484,899

50,282

121,1

107,

394,889

183,81

940 91

1,176,841

351,61

1

10,360

249,428

765

103,206

123,576

47,909

59,308

0

38,555

587,865

4,768

112

34,124

329,000

127,500

206,583

8,820

29,050

4,480

108,090

386,000

0

15,061

0

64,584

8,592

906,9251

1,574,643

1,153,361

1,148,861

2,416,699

30,251

223,555

3,611,175

118,324

945,426

9,202

278,500

2,142,084

46,323

395,175

70,220

324,180

97,530

292,142

47,360

11394,065

5,763,871

1,405,865

441,373

29,260

183,300

12,212

116,340

187,756

91,690

87,094

249

36,392

587,865

14,768

1,498

965,404

551,900

75,000

214,581

7,540

37,075

3,780

143,100

377,700

140,000

13,383

385

16,640

21,721

△ 202,990

10,374

102,747

136,456

△ 453,152

△ 1,737,682

△ 229,024

△ 89,761

△ 18,900

66,123

△ 11,447

△ 13,134

△ 64,180

△ 43,781

△ 27,786

△ 249

2,163

0

△ 978,823

△ 1,406,862

△ 551,384

△ 116,100

406,223

1,285,590

△ 2,146

△ 223,416

△ 394,247

360,789

△ 389,904

△ 19,280

13,283

0

△ 50,914

231,608

△ 8,514

54,500

160,873

71857

89,724

△ 19,938

△ 10,000

△ 1,386

△ 9311280

△ 222,900

52,500

△ 7,998

1,280

△ 81025

700

△ 35,010

△ 41,700

△ 140,000

1,678

△ 385

471944

△ 13,129

37,713,442 40,429,947 △ 2,716,505

△ 1,303,871 △ 3,746,514 2 442 643

0 0 0

当期経常増減額 △ 1,303,871 △ 3,746.514 2.442.643



科 目 当年度 前年度 増 減

2.経常外増減の部

(1)経常外収益

経常外収益計

(2)経常外費用

固定資産売却損

什器備品売却損

経常外費用計

当期経常外増減額

税引前当期一般正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

法人税等引当損

当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

Ⅱ 指定正味財産増減の部

受取補助金等

受取全法連助成金

一般正昧財産への振替額

受取地方公共団体助成金

受取全法連助成金

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

Ⅲ 基金増減の部

当期基金増減額

基金期首残高

基金期末残高

Ⅳ 正味財産期末残高

0 0 0

0

0

1

1

205

205

△

△ 1

205

205

0 1,205 △ 1.205

0 △ 1,205 1.205

△ 1.303.871 △ 3,747,719 2.443,848

70,000

701000

0

0

△ 1,373.871 △ 3,817,719 2,4431848

26.895,480 30,713,199 △ 3.817,719

25,521,609 26,895,480 △ 1,373.871

9,851,200

9,851,200

△ 9,851,200

0

△ 9,851,200

10,031,700

10,031,700

△ 10,203,407

△ 171,707

△ 10 031,700

△ 180,500

△ 180,500

352,207

171,707

180,500

0 △ 171,707 171,707

2 171,709 △ 171,707

2 2 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

25 521.611 26,895,482 △ 1 373 871



財産 目録
令和 7年 3月 31日 現在

金   額使用 目的等場 所・物 量 等貸 借 対 照表 科 瀾

107.811渾転奮今たして手元保管

6,977,679普通預金

1,254,290

2,044,443

1,197,320

312,712

114,037

237,076

171,054

1,646,747

2.500、 000

三菱UFJ大 泉 3691348

三菱UFJ大 泉 1020441

西京信金大泉 2153924

西京信金大泉 3191706

西京信金大泉 3396255

西京信金大泉 3396263

西京信金大泉 3396271

ゆうちょ銀イ子0170-5-54

庁期予貢今

運転資金として

組織変更事業資金溢して

運転資金として

運転資金として

女性部会運転資金として

青年部会運転資金として

源泉部会運転資金として

運転資金として

500,000

2,000,000

222,000

運転資金として

同上

令和 6店会脅

証書 西京信金大泉 780605

証書 西京信金大泉 732652

未収会脅

125.815節払谷

91,520

127846
住民税

貯蔵品・イ反払金

職員の住民税前払いなど

クオカード、切手・レター等、税金クイズDY⊇

(而動資産 )

現金

預金

その他

10,061,151

5,000,000福利厚生運用資産

2,000,000

3,000,000

3,250,000

~み
ずほ証券 (東急)

SMBC日 興証券(四 国電力

事務合理化引当資産

利′自、を福利厚生の運用資金として保有

利息を福利厚生の運用資金として保有

3,250,000

2,500,000

事務合理化資金として保有三菱UF」大呆疋
~期

3691348

40周年行事引当資産

2,500,000

0

46周年事業として管理三菱UF」大暴87305

福利厚生運用資産

0

1,000,000

福利厚生運用資金として管理西京信金大フTく 3192477

HP作成引当資産

1,000,000

1,600,000

HP 作成資金として管理三菱じFJ大泉 1020433

研修会引当資産

1,600,000

4

税務合同研修会資金として管理西京信金大泉3192257

什器備品

2

2

902.256

指定正味財産充当

一般正味財産充当

●C4台 Kテレワーク助成金対象)

同上 (テレワーク助成金針象外)

631,579
270,677

PC関連、フィギュア・ミニロボット 1号財産(公益目的保有財産 )70%
2号財産 (その他の事業に必要な財産)30%

0法人管理顧客管理ソフト

1,685,000事務所賃貸保証料等 公益目的70%、 収益・管理目的30%の 共用財産

(回疋
~貧

産)

特定資産

その他固定資産

什器備品

ソフトウェアー

保証金

15,937,260

25、 998.411

301.800鐘記講座受講料・次年度分年会費
105.0004ブロック会長会参力日費

0

70000
源泉所得
収益事業の未払法人税等未払法人税等

(流動負 l貢 )

前受金

預り金

所得税

476,800

476.800

251521,611



正味財産増巌計算書内訳表

令和 6年 4月 1回 から令和 7年 3月 31日 まで

(配慮前〕
(単 位 :円 )

科    目

公番目台ヽ事業会計
合 計

公杢 1 公蓋 a 公養共通 Jヽ計 収益 1 その他 1 法大会計

一般工味財,重電減の部

1 経常増減の部

(1)経常収益

特定資と運用益

特定資産受取利息

受取会費
正会員受取会費

正会員常男!套費

賛助会員受取会費

事業」ユ益

研修事業収益

福れI厚生事索収益

会員観峰事索収益

その他事業収蓋

とうきょう共済手数料収益

受取補助金等

受取全法連助成登

受取全法連補助金

受取京法道補助金

受取全法速助成金振督額

受取負担金

受取負担金

青年 '女性 源泉部会受取負担金

総会学負担食

縦収益

受取利患

難収益

広告料収益

経常収益計

(21経常費用

事業資
給料手当

臨時鳳資金

退磯綸付費用

福利厚生費

会議費

旅費交通費

通信速器費

減価償却R
消ホモ品費
印刷製本喪
燃料費

永強光熱受

資借料

保険料

諸謝金

TE税 公課

支払負担金

要託資

事務螢議負

会場受

広告宣伝費

表彰受

支払手数4
新聞図と支

賞日損矢

難費

管理費

給料手当

臨時雇賃金

退聴綸付費用

福利厚生費

旅費交通棄

通信運搬費

激価償却費

消耗品費

印pl製本費

水道光熱費

資借球キ

保険4
f□税公課

会議衰

諮会麦

支払負担釜

奎託費

事務菱託受

会蠣費

広告宣伝費

慶吊受

渉外資

支払手数4
貸日損矢

盤受

経4費 用計

評価損益等嗣霊前当期経常増減額

判
引
引

甜



14    目
公番目的事業会計

合計

公43 公基共通 小 計 収益 1 その他 1 小 計 法大会計



財務諸表に対する注記

1.重要な会計方針

(1)有価証券について

満期保有目的の債券は取得価額によつている。なお、取得価額と債券金額との差額について

重要性が乏しいため、償却原価法は採用していない。

(2)固 定資産の減価償却について

定率法による減価償却を適用している。

(3)消費税等の処理について

消費税込額で表示している。

2.特定資産の増減額及びその残高

特定資産の増減額及びその残高は、以下のとおりである。 (単位 ;円 )

科  目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

特定資産

事務合理化引当資産 2,500,000 750,000 3,250,000

40周 年行事引当資産 2,100,000 400,000 2,500,000

福利厚生運用資産 5,000,000 5,000,000

HP作成引当資産 800,000 200,000 1,000,000

研修会引当資産 1,300,000 300,000 1,600,000

什器備品 4 0 4

【合 計】 11,700,004 1,650,000 0 13,350,004

3.基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、以下のとおりである。 (単位 ;円 )

科  目 当期末残高
(う ち指定正味財
産からの充当額 )

(うち一般正味財
産からの充当額)

(う ち負債に
対応する額)

特定資産

事務合理化引当資産 3,250,000 3,250,000

40周年行事引当資産 2,500,000 2,500,000

福利厚生運用資産 5,000,000 5,000,000

HP作成引当資産 1,000,000 1,000,000

研修会引当資産 1,600,000 1,600,000

什器備 品 4 2 2

【合 計 13,350,004 2 13,350,002 0

(記載上の留意事項)

基金からの充当額がある場合には、財源の内訳として記載するものとする。

4.固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高 (直接法により減価償却を行っている場合)

固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。 (単位 ;円 )

科  目 取得価格 減価償却累計額 当期末残高

什器備品 (特定資産 ) 906,620 906,616 4

什器備品 5,979,270 5,077,014 902,256

【合 計】 6,885,890 5,983,630 902,260



5.満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、以下のとおりである。 (単位 ;円 )

6.補助金の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、以下のとおりである。 (単位 ;円 )

7.指定正味財産から一般王味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、以下のとおりである。 (単位 ;円 )

附属明細書

1.基本財産及び特定資産の明細

財務諸表に対する注記2.において記載している。

2.引 当金の明細

該当なし

種類及び銘柄 帳簿価額 時  価 評価損益

社債 (2銘柄 )

2,000,000 1,969,600 -30,400

T&Dホ ー ル デ ィングス SMBC日 興証券 3,000,000 2,950,800 -49,200

合  計 5,000,000 4,920,400 -79,600

補助金の名称 交付者
前期末

残高
当期増加額 当期減少額 当期末残高

貸借対照表上
の記載区分

全国法人会連合会助成金A 全国法人会総連合 0 9,851,200 9,851,200 0

小  計 9,851,200 9,851,200 0

事業継続緊急対策助成金 東京都 2 0 0 2 什器備品(特定)

小  計 0 0 2

力成金 B 東京法人連合会 0 700,000 700,000 0

税に関する絵はがきコンクール補助 東京法人連合会 0 180,000 180,000 0

地球温暖化対策報告書制度

推進補助
東京法人連合会 0 50,000 50 000 0

Audチラシ配付補助
東京法人連合会 0

10,000 10,000 0

税制委員会講師派遣補助 10,000 10,000 0

福利厚生制度推進補助 東京法人連合会 0 225,000 225,000 0

事務局強化支援 全国法人会総連合 0 200,000 200,000 0

ガバナンス強化支援 全国法人会総連合 0 50,000 50,000 0

担支援補助 全国法人会総連合 0 100,000 100,000 0

会員増強施策 報奨金 全国法人会総連合 0 92,000 92,000 0

小  計 1,617,000 1,617,000 0

0 11,468,200 11,468,200 2

内  容 金 額

一般正味財産への振替額

受取補助金 (受取全法連助成金)による振替額

受取補助金 (事業継続緊急対策助成金)による振替額

9,851,200

0

【合 計】 9,851,200



監査報告書

令和 7年 4月 23日

公益社団法人練馬西法人会

会 長 高橋 利充 殿

監 事

監 事

金山

井日

仁子

昌光

私ども監事は、令和 6年 4月 1日 から令和 7年 3年 31日 までの事業年度の

理事の職務の遂行、計算書類及び事業報告並びにこれらの附属明細書を監査し、

一般社団法人及び一般財回法人に関する法律第 99条及び同法第 124条 に基づ

き、その方法及び結果について、下記の通 り報告致します。

1.監査の方法及びその内容

私どもは、理事会並びに各理事及び事務局と意思疎通を図り、情報の収集

及び監査の整備に努めるとともに、理事会その他重要な会議に出席 し、理事

及び事務局職員からその職務の執行状況について報告を受け、隊要に応じて

説明を求め、重要な決裁書類等を閥覧し、業務及び財産の状況を調査致しま

した。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告の内容について検討致

しました。

さらに、会計帳簿及びこれに関する資料の調査並びに現金、預金通帳等の

実地調査を行ヤヽ、当該事業年度に係る計算書類について、その適正性につい

て検討致しました。                 ,

2.監査意見

(1)事業報告等の監査結果

ア 事業報告は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示 しているも

のと認めます。

イ 理事の職務の幸チt行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反す

る重大な事実は認められません。

(2)計算書類等の監査結果

計算書類及びその附属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益の

状況をすべての重要な点において適正に示しているものと認めます。



【第3号議案】任期満了に伴う理事・監事選出の件

公益社団法人 練馬西法人会役員 (案 )

番 号 役  職 会 社 名 氏  名 支部

1 理  事 l:利 アプローズ 高  橋  利  充 5

2 〃 いワイプラス 矢 花 伸 之 1

3 ,ア FスリーS爛 下  田  守  広 1

4 〃 爛 か らだ 中  田  信  也 1

5 〃 帥大泉自動車教習所 加  藤  浩 1

6 〃 鵬メグカンパニー 車 間 恵 子 1 新任

7 〃 nSKビル 加 藤 秀 明 1 新任

8 〃 長谷川運送l有

~l

長 谷 川 隆  夫 2

9 〃 ll湘イナ。エステート 小 池 道 子 2

10 〃 l抑平井不動産鑑定 平 井 正 治 2

11 〃
医)莉生会

メディケアクリニック石神井公園
長 濱 秀 幸 2

12 〃
lホ内K'sト ラスト 河 野 孝 史 2 新任

13 アア lttl東京ヤマハツ商事 山 下 嘉 正 2

14 ザ, 爛若杉工務店 坂  口 亀 貞Б 3

15 ア, 小松電気工事蜘 小 松 隆 浩 3

16 〃 l抑小関田中園 田  中  則  雄 3

17 〃 m町田硝子店 町 田 光 3

18 〃 丸芳木材 lギ利 佐 藤 尚 武 3 新任

19 〃 爛トップワン 佐 藤 友 彦 3 新任

20 〃 丸善塗装工業脚 中 村 行 宏 3

21 ザア lF利建和 和 崎 健 治 3 新任

22 〃 lttlい ぐち 井  口  博 4

23 ザ, (医)遼 山会 関町病院 丸 山 晶 子 4

24 〃 大政木材 l本内 大 森 重 男 4

25 〃
l本州小澤葬祭 /よ ヽ 澤 英 雄 4



26 〃 l抑 佃 屋 浅  井  洋 貞ト 4

27 〃 日本エヌティアールl抑 Jヒ   )II 潤 4

28 〃 爛武蔵野企画 小  澤  伸 4

29 ,ア いオフィス秋田 秋  田  丈  人 4

30 〃 n石塚タイヤサービス 石  塚   正 4 新任

31 ,ア (公財)アイメイト協会 大   橋    徹 4 新任

32 〃 lttlベルハウジング 鈴  木  昌 5

33 〃 酬ルフモ 大    隅 智 5

34 〃 lttl西 大泉高橋由工務店 高 橋 正 敏 5

35 〃 い 昇 和 柾    博   光 5

36 ア′
lオハゆとりな 野 崎 智 絵 5 新任

37 〃
社会福祉法人 泉陽会
光陽苑

加  藤  修 5

38 ザア 蜘Y・ Sコーポレーション 山 崎 史 郎 6

39 〃 m曽我工業 曽 我 幸 弘 6

40 〃
lttHIGH一

FIVE 松 浦 大 介 6

41 ′′ ll対小西造園土木 小 西 繁 行 6

42 ザ, 伺小松金物店 小 松 久 剛 6 新任

43 ザ, 北園ゆり歯科クリニンク 高 橋 靖 子 6 新任

44 〃 爛宝建工務店 吉 田 久 美 子 7

45 〃 酬吉田クリーニング商会 吉  田  明  生 7

46 ,, 閣創栄 岩   澤    薫 7 新任

47 ,ア (合)グリーンアドバンス 草  柳  和  典 7

48 ア′ 酬 l力 東 伊 東 祥 明 7

49 外 部 理 事 (一社)練馬西青色申告会 高 橋 敏 子 新任

50 監    事 lttlユー・ガラスアート 高 橋 雄 二 5 新任

51 ,ア 河北運輸帥 岩 渕 隆 裕 1 新任

52 外 部 監 事 爛広栄電設 望  月 由 里  子 5 新任



【第 1号報 告 】  令和 7年度 事業計画の件

令和 7年度

(自 令和 7年 4月 1日

事業計画

至 令不日8年 3月 31日 )

第 1

第 2.

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

活動の基本方針

(公社)練馬西法人会は、平成 24年に公益社団法人の認可を取得 し本年度 14年 目

を迎えます。

昨年度の練馬西法人会の活動は、コロナ前の状況に戻 り、委員会 。支都・部会が

それぞれ計画通 りに事業を実施することができました。 7年度も引き続き法人会活動を

盛 り上げて参 ります。

7年度は、著名人が講演する税務合同研修会の開催が予定されてお り、多くの会員の

参加が見込まれます。また、委員会・部会 ,支部の活動以外にも、会員間の懇親を

深めることを目的とした同好会活動にも注力し、6年度に開催 したゴルフ・釣 りに加え、

ポー リング大会も開催予定となつてお ります。

会員数の減少を背景として、収入の微減傾向が続いているため、昨年度から収支の

改善の取組を始めています。今後は、これまで長年継続 していた事業についても

収支改善のため、例年実施 していたからという理由だけで継続できなくなることも

あるかも知れません。しかしながら、極端な経費削減が会員にとつての会の魅力を

削いでしまわないように、バランスを取 りながら実施することとします。

7年度は役員改選の年となり、これまでご苦労いただいた役員様が御退任

されるとともに、新たな役員を迎い入れることとなります。当会の高橋会長は

新春賀詞交歓会において、 「令和 7年は重点項目として、企画力・財務力の充実、

そして組織の活性化をテーマに会員にとつて魅力のある法人会を目指すJと 挨拶

しました。新しい役員の皆さんのアイデアもお借 りし、一般の会員様のご協力

もいただきながら、一九となつて 「より魅力のある法人会」の実現に取り組んで

参 ります。

主な事業計画

地域社会、地域企業の活力ある発展への支援活動の推進

(法人会を地域 とともに育てる。 )

「新 しい資本主義の実現に向けた公益社団法人制度改革」

の推進

納税意識の向上 と税意識の普及活動の推進

(税務行政に協力)

e―Taxの普及並びにキャッシュレス納付の周知

税制に対する調査研究と要望活動の推進

(優遇税制の適用を目指す。 )

税務を中心とした研修会を本部、支部、部会で開催

情報誌の発行等、一般に対 しての広報活動の推進

社会貢献活動の充実

組織の充実 。強化

財政基盤の強化

に対応 した事業活動



(11)支部活動・部会活動の充実 。強化

(12)福利厚生制度の充実

(13)関係機関との連絡協調

(14)法人会体制の整備

① 事務局の充実 。強化

② 諸規程の整備

③ 公益法人制度改革への対応

第 3.

(1)

1)

2)

3)

4)

5)

6)

7)

8)

各事業活動

税知識の普及を目的 とす る事業             公 1-1

新設法人説明会、決算法人説明会を開催 します。

源泉所得税・年末調整説明会などを定期的に開催 します。

青年部会主体で小学校での租税教室を充実 。強化して実施 します。

税務研修会を本部、支部、都会で開催 します。

税制税務委員を対象とした税制勉強会に参加 します。

自主点検チェックシー トを活用 し、税務申告の普及を図ります。

"Tax(国税電子申告・納税システム)の普及と並行 して、パソコンやスマホ

から「ダイレク ト納付・電子納付」の普及を図ります。

東法連関連書籍を会員に配布する。

確定申告時、税務署の支援を通じ、早期納税推進を図ります。9)

(2)納 税意識の高揚を目的 とした事業            公 1-2
1) 「照姫まつ り」に参加 し、女性部会による小学生を対象に税金クイズを行い

税意識の高揚を図ります。

2)女性部会主体で小学生を対象として実施している「絵葉書コンクール」の

充実・拡大を図る。

3)練馬西税務署と納税貯蓄組合連合会共催の「税の作文コンクール」に参加 します。

4)練馬西税務署と練馬西間税会共催の 「税の標語募集」に参加 します。

5)練馬西青色申告会、東京税理士会練馬西支部、練馬西納税貯蓄組合連合会、

練馬西間税会等の友誼団体と連携を図り納税意識の高揚に努めます。

(3)税 制及び税務に関す る調査研究並びに提言に関す る事業   公 1-3
1)令和 7年度税制改正要望事項の取 りまとめを行います。

2)令和 7年度税制改正に関するアンケー トを実施 します。

3)全法連主催の税制改正要望全国大会に参加 します。

4)練馬西法人会の地域に関係する国会議員、区長、区議会議長ヘ

税制改正、行財政改革の推進に関する要望書を提出します。

5)「税制改正大綱のあらまし」について研修会を開催 します。

(4)地域企業の健全な発展に資する事業

1)企業経営に関する講座や各種経営研修会を開催します。

2)イ ンターネットセミナーを無料で受講できます。

3)簿記講座 (仕口尺と決算書に強くなる)の開催

をヽ  2



4)ホームページに実施済研修会等のPR動画を掲載する。

(5)地 域社会への貢献を目的 とす る事業           公 3

1)駅前地区 (大泉学園駅、石神井公園駅、上石神井駅、武蔵関駅)の

清掃事業を実施 します。

2)使用済古切手で 「NPO法人もつたいないJAPAN」 活動に協力します。

練馬区の 2大祭 りの1つ である照姫まつ りに参加 します。

青年部会が中心になり、 「税を考える週間」に練馬西税務署の駐車場

を借用 して 「献血大会Jを実施 します。

青年部会では、地元練馬区の 「わんぱく相撲練馬区大会」支援の

ため、人的支援と団扇の贈呈を行います。

地球温暖化対策に協力します。

練馬区主催の練馬こぶしハーフマラノンに協賛します。

青少年育成主催の少年野球・少女ソフ トボール大会を支援 します。

3)

4)

５

　

　

　

　

６

　

７

　

８

(6)会 員の福利厚生等に資する事業             収 1

1)受託保険会社との共催による各種保険のPR及び加入勧奨を推進 し、

各保険のよリー層の利用を図ります。

2)会員各位の健康維持及び増進を図るため、年 2回の健康診断の実施 と

PET― CTがん ドックを割安で提供 します。

3)共済制度 (ラ フォーレ倶楽部、プリンスホテル、四季倶楽部等ホテル

の割引等)の普及に努めます。

4)取引信用保険の普及に努めます。

5) 「とうきょう共済Jの代理店として、会員サービスの充実を図ります。

6)ミ ツウロコと代理店契約を行い、会員に安価な 「電気料金」を提供 します。

(7)会 員の交流に資す るための事業             収 2-1(交 流 )

1)新春賀詞交歓会を開催 します。

2)新入会員を新春賀詞交歓会に会費半額負担として交流を図ります。

3)親睦ゴルフ大会・魚釣 りなどを開催 します。

4)女性部会新春研修会・青年部会定例会等の懇談会を開催 します。

5)親睦研修を計画し、会員相互の交流を図ります。

6)支部、部会で研修会、懇親会を開催 します。

(8)そ の他 この法人の 目的達成す るために必要な事業

1)会員増強運動を本年度も年間を通して推進 します。

2)情報誌として「いずみ」を年 3回発行 し、情報の伝達と会員交流を積極的

に推進 します。

3)ホームページの内容の充実 (SNS等)と 適時の更新を図り、対外広報活動を

推進 します。



令和7年度事業活動計画
(自 令和7年4月 1日 至 令和8年 3月 31日 )

項  目 回数 開催時期

税知識の普及を目的とする事業

決算法人説明会 9 4～ 3月

新設法人会説明会 4 5～ 3月

年末調整・法定調書講座 1 11月

青年部 租税教室 24 5～ 2月

役員合同研修会 1 10月

税務合同研修会 (公益) 1 未定

税制税務委員会研修会 1 8月

1支部研修会 1 未 定

2支部研修会 1 未 定

3支部研修会 1 未定

4支部研修会 1 未定

5支部研修会 1 未定

6支部研修会 1 未定

7支部研修会 1 未 定

女性部会研修会 1 2月

青年部会研修会 1 9月

源泉部会研修会 4 6～ 2月

納税意識の高揚を目的とした事業

e― Tax研修会 未 定

照姫まつり l 4月

絵はがき表彰式 (女性 ) 1 12月

全法連・女性フォーラム 1 9月

全法連・青年の集い l 11月

税務六団体合同意見交換会 1 8月

税理士会・青申意見交換会 1 未定

税制税務調査研究・提言に関する事業

税制改正勉強会(税制) 1 4月

税制改正アンケートの協力 1 3～ 4月

全法連・全国大会 1 10月

練馬区税制改正要望 1 10月 末

地域企業の健全な発展に資する事業

経営無料相談会 (共催 ) 2 5月・9月

企業経営セミナー(公益) 2 5月 。3月

簿記講習会 (日 商3級 ) 6 4月 ～5月

インターネットセミナー (視聴者) 年間

地域社会への貢献を目的とする事業

健康セミナー (公益) 1 未 定

駅前清掃 3 6・ 9。 12月

青年都会 献血大会 1 11月

4支部 ファミリーシ
｀
ョキ
・ンク

｀
大会 1 11月 3日

1支部 自転車教習・農業体験 2 未定

3支部 地域防災への協力 1 未定

青年部会 ・わんぱく相撲手伝い 1 5月

計 84

全・東法連関連 事業

全法連。東法連研修会 2 随時

全法連・東法連女連協 3 随時

全法連・東法連青連協 12 随時

東法連 (理事会・委員会他 ) 20 随時

項  目 回数 開催時期

会員の交流に資するための事業

新春賀詞交歓会 1 1月

顧問・相談役との合同会議 1 未定

女性部新春研修会と懇談会 1 2月

支部・部会バス親睦会 11 随時

納税表彰式・懇談会 1 11月

拡大厚生連絡協議会 1 5月

女性部会 報告会 1 4月

青年部会 報告会 1 4月

青年部会 定例会 2 10月・3月

源泉部会 報告会 1 4月

3支都 ジャズの夕べほか 1 12月

親睦ゴルフ大会 1 10月

その他の会議等

総 会 1 6月

理事会 4 随時

常任理事会 4 随時

正副会長会 10 随時

会計監査 1 4月

総務委員会 5 随時

組織委員会 4 随時

税制税務委員会 4 随時

公益事業委員会 4 随時

広報委員会 4 随時

厚生共益事業委員会 5 随時

資産運用委員会(正副会長会) 2 随時

1支都役員会 5 随時

2支部役員会 6 随時

3支部役員会 5 随時

4支部役員会 5 随時

5支部役員会 8 随時

6支部役員会 7 随時

7支部役員会 5 随時

女性部会 役員会 6 随時

青年部会 役員会 4 随時

源泉部会 役員会 4 随 時

計 126

その他の納税や地域貢献 事業

税に関する絵はがきコンクール 1 5～ 9月

東法連関連書籍の配布 3 年3回

青少年育成 (子 供ハンドグック寄贈 ) 1 未定

地球温暖化対策報告書協力 1 10月 末

NPO法人もったいないJPANに切手寄贈 1 2月 末

生活習慣病健診・PET 4 7・ 11月



令和7年度収支予算書
缶和7年 4月 lHか ら令和8年 3月 31日 まで

1基本財た運用益

(1)基 本財下F受取利 g
2特 定資茫運用益

(1)特 定資産受 f又利 g
(2)特定資と受取貨イき料

3受よ1文会費
(1)正 会員受取会ど争

(2)特 別会員受取会費

(3)贅 助会員受取会費

41「業収益

(1)研 修会事業収益

(2)企 法連保1尖推進 ■業収益

(3)その他事業1収益A
(4)その他事業収益B

5受 取補助全

(1)仝 法連助成企

(2)都 道府県連続助企

(3)その他の補助金

6受 取負担企

(1)青 FF引

`会
負担金

(2)女!F部会

'1担

企

(3)源 泉“TJ会 負担金

(4)総 会停負担金

(5)支 部負 l1/卜
｀

7受取寄付金

(1)受 取寄付金

B祥 収益

(1)受 取和1息

(2)広 告料J又 益

0

0
0

0

10,044,330

9.500,000

1441396

1,000,000

238,000
298,000

0

0

0

111711,300

10,1,1.300

0

1.600.000

7■000
0

0

0

70,000

0

0

0

0
0

0

0

0
0

0

解 2,,036
21000,000

27.996

20α 000

540,000
0

511,000

0

29,000

0
0

0

0

41965,S00

430,000

060,000

90,000

P,970,000

1.115.500

0

0

30■000
0

300.000

0

2,500

2.500

0

3100“ 520
4.500.000

60,S28

500,000

14i000
C

C

C

145,00C

C

0

C

30■000
3,00C

C

①
役員報酬

給料手当 7

臨時雇貨企

遅職給付費チH

1.

1

持d利 厚生費

旅費交通費
通信理機費

531, 51 1

減価償却費

消ヽ仕器備況!lミ
｀

消木
‐品費

1 1

1

修4詩食
印品」蓼(本 安

1

△ 61
燃料費

光 ′́水ナ
“
費 1 5,1

賃倍料 3,612,000

リース料

事務所管理安

0

61 1 73,960

会場費 107

1

308.800

76,600保険料

語謝俗 90α 000
860

518001000

11472.000

172.000

24?1020

0

1,784

0

0

420,840

25,800

0

イR税公課

会 ,托 費

を ,モ 費

手務委託資

支払負担金

支子ム寄付金

広告宣伝費

★白ド1科 日1

★ 自由科 口2

表彰輩

支払手敦料

自由科 日(直 )

1

1,321

1

101

I

I 22,980

1

0

△
',0160

0

220,840

△ 77,400

0

114,1

21 103.200

臨時雇賃金

退職給付貴刑

l苗利厚生〕
世

旅費交通費

通信運無賓

減価償却費

消r‐ イ1器備品チヽ'

消手‐ヽh費

修群ユt
印硝1笙を本!1

燃料費
光歩九水料費

賃借料

リース料
事務所管理費
会場資
保「父料

誌謝 /や

イ陛税公課

会,益 費

参託介

事務参証費

支払
=■

担金

支払寄付企

ィ′,外 慶冷費

諸会費

支払利 g

広告宣 t、 イ手

★ 自由科 日1

★自由f半 日2

装彰食

支払手数料

自由科 日(直 )

417861224
0

994,500

27α 000
10.000

150,000

13,240

260,000

85.000

2.800

811000

420
277,000

108
4,760

588.000

0

12,040

61,200

1,260

0

140

1.200,000

250,000

28,000

681980

0

80,000

,0,000

0

216
0

0

273,160

14.?00

0

4,6071105

0

933,660

202,600

891119
0

60,840

△ 22,600

△ 781920

△ 13.800

△ 13.140

△ 13.400

△ 12.830

△ 11.200

△ 28,000

△ 2.380

18,810

△ 477
△ 281840

0

0

12,040

△ 24.000

△ 7,140

0

△ H0
41.600

50,000

21,000

△ 20,020

0

0

0

0

△ 954
0

0

179,160

△ 121600

0

1

88,920

63.800

26,380

2'31400

97,830

14.000

109,000

2.800

258,190

585
331600

588,000

0

86.200

8,400

0

280
1,158.400

20α 000
7.000

89,000

0

801000

201000

70

0

0

94.000

26,800


